
一
l
は
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険一
え
な
い
制
約
は
あ
る
も
の
の、
一
参
加
し
た
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財一
車
な
ど
大
口
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲

一
な
ど
現
在
却
社。
東
京
大
会
の一
企
業
は
十
分
に
協
賛
メ
リッ
ト一
団
の
小
淵
和
也
主
任
研
究
員一
得
に
つ
な
げ
た。
東
京
大
会
か

一
開
催
が
決
まっ
た
日
年
に
は
6一
を
感
じ
て
い
る。

一
は、
こ
う
し
た
関
心
の
高
ま一
ら
新
採
用
さ
れ
る
パ
ラ
パ
ド
ミ

一
社
だっ
た
協
賛
社
は
約
5
倍
に一

ヤ
マ
ハ
発
動
機
ス
ポ
ー
ツ
振一
り
を
受
け
て
「
リ一
オ
大
会
が
終一
ン
ト
ン
で
は
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
が

一
なっ
た。

一
興
財
団
の
調
査
に
よ
る
と、
一
了
し、
一
斉
に
お
年
東
京
大一
冠
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り、
国
際

関一一

東
京
五
輪・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ一
テ
レ
ビ
各
局
が
凶
年
リ
オ
デ一
会
に
目
を
向
け
始
め
た」
と
み一
大
会
も
新
設
さ
れ
た。
日
本パ

利一一
ク
の
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
も
参
加一
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
の
期
間
中一
る。

ヲ
リ
ン
ピッ
ク
委
員
会
（
J
P

咽一一
し
て
い
る
が、
そ
れ
以
外
の
企一
と、
そ
の
前
後
1
カ
月
に
パ
ラ一

恩
恵
を
受
け
た
の
が、
重
度一
C）
の
大
槻
洋
也
強
化
委
員
長

i－一－司
MG一一
業
も
多
く
名
を
連
ね
て
い
る。
一
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
上
げ
た
放
送一
障
害
者
向
け
の
競
技
ボ
ッ
チ一
も「
民
間
企
業
の
協
力
は
強
化、

月一一
J
P
S
A
単
独
の
ス
ポ
ン
サ
ー一
時
間
は
計
約
2
3
4
時
間。
ロ一
ャ。
リ
オ
大
会
の
チ
l
ム
種
目一
普
及
に
つ
な
が
る」
と
歓
迎
し

刊
でに
なっ
て
も
広
告
に
「
パ
ラ
リ一
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
約
百
時
間一
で
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得
を
契
機
に一て
い
る。

主
ン
ピッ
ク」
の
表現
な
ど
を
使一
を
大
幅
に
上
回っ
た。
調
査
に一
認
知
度
が
向
上。
ト
ヨ
タ
自
動一
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民一明一晴実印刷－ヒ長誌しと一日一日本晴れ諸説
一

五

年

易
官
、

3
1
〈
陣
河川副
dd
川

一
メ
ノ
a
，

一
断
す
る
人
が
い
2
3
4一

Jr一
旦

適

L
P

「
：
！
；
｜

｜‘1hl
‘

i

一
に
は
手
術
後
に
「
こ
ん
な
は
ず

お一一
町一

別

宋
食

通

司

こ

当

事者
う一
で
は
な
かっ
た」
と
後
悔
す
る一

一一
三

性

mLV
院副
と
刻
F
y
tu－
E
二
百
弓
ゴ
τ
b－

一

一

・一一

一

J

・
・
’

J

、．．．
 

て

：

一
人
も。
西
野
さ
ん
は
「
こ
う
し一

陣一一
一一
性
同一
性
障
害
の
性
別
適
合一

「
こ
れ
ま
で
経
済
的
理
由
で
一
あ
る
た
め
「
圏
内
で
継
続
的
な一
た
と
と
が
な
い
よ
う
に、
保
険一

J一一
一
手
術
を
公
的
医
療
保
険
の
適
用一
手
術
が
で
き
な
かっ
た
人
に
と一
治
療
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
大一
適
用
を
治
療
体
制
や
サ
ポ
ー
ト一

L一
一一
対
象
に
す
る
検
討
が
始
ま
っ一
つ
て
は
喜
ば
し
い
流
れだ」
。
一
き
い」
と
話
す。

一
体
制
の
充
実
に
つ
な
げ
る
必
要一

中一

一た。
手術
は
こ
れ
ま
で
医
療
保一
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
l
活
動
家
一
歓
迎
ば
か
り
で
は
な
い。
後一
が
あ
る」
と
指
摘
す
る。

一

L
会一
時
初
財
政
間
百
時
間
四
時一
M
M
W
降
校
時
山
崎
叩一
庁
間
同
住
川…
ω
酌ナ
b
A
担
諸
問
ω
訪
日
航一

向一’：一
い
海
外
に
渡っ
た
り
し
て
い
た一
手
術
費
を
稼
ぐ
た
め
に
日々
の一
念
も。

一
機
能
を
残
し
た
い」
な
ど
と
手

一
主一
当
事
者
に
とっ
て
は
朗
報
と
な一暮
ち
し
に
追
わ
れ
て
い
る
人
は
一

「
日
本
性
同一
性
障
害
と
共一
術
を
望
ま
な
い
人
も
い
る
の
に

一
二
っ
た。
一
方
で、
安
易
に
手
術一
少
な
く
な
い。
費
用
の
安
い
海一
に
生
き
る
人
々
の
会」
の
西
野一
対
し、
戸
籍
の
性
別
変
更
に
は

で
一
を
受
け
る
人
の
増
加
を
懸
念
す一
外
で
手
術
を
受
け、
帰
国
後
に一
明
樹
代
表（
剖）
に
よ
る
と、一
適
合
手
術
を
す
る
こ
と
が
法
律

一一
一
る
声
も
上
が
る。（
1
面
参
照）一
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
ケ
I
ス
も一
「
体
を
変
え
れ
ば
全
て
解
決
す一
上
の
要
件
と
な
っ
て
い
る。

「
共
生
社
会
をつ
く
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援

全
国
ネッ
ト
ワ
ー
ク」
の
原
ミ

ナ
汰
代
表
理
事（
剖）
は
「
体
の

改
造
を
前
提
に
し
た
法
律
は
人

権
を
保
障
し
て
い
な
い。
問
題

の
あ
る
法
律
を
支
え
る
た
め
に

保
険
が
使
わ
れ
る
と
し
た
ら
弊

害
が
出
る
だ
ろ
う」
と、
法
律

の
見
直
し
を
求
め
て
い
る。


